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報道機関 各位                       
京都橘大学広報課    

 京都橘大学（京都市山科区、学長：日比野英子）では、経済・経営・工学部の 1 回生混成チーム

が、山科の魅力を伝える施策を考案し、1 月 20 日（月）に山科区長へ企画提案を行います。 

 この取り組みは、「プロジェクトマネジメントⅠ」という授業の一環で実施しています。山科区におけ

るまちづくりの課題について、山科区役所から３つのテーマを提示いただき、学生チームが解決策

を提案するという取り組みです。経済・経営・工学部の混成チームでは、異なる専門分野を持ち寄

り、多様な価値観やアイディアを一つの施策としてまとめるため、リーダーシップやコミュニケーション

力、マネジメント力等が鍛えられます。今回は約 150 チームからだされたアイディアの中から、選考

を経た６チームが山科区長に直接プレゼンテーションを実施します。 

 プレゼンテーションにあたって学生たちは、地域のつながりの強さや安心・安全への取り組み、交

通の利便性、歴史・自然等の強みをどのように活かすと山科区が抱えている課題（人口減少や高

齢化）の解決につながるのか、時間をかけて取り組んできました。 

「山科探検隊施策」では、2 つのモデルコースを設定し、健康維持と病気予防、山科の観光地

巡りを行いながら山科区の地域活性化を目指します。「山科子連れ応援プロジェクト施策」では、

子育て世代でも入りやすい店の基準を設定し、店舗にステッカーを貼ることで、山科の子育て環境

の良さを PR します。 

 今年で 4 回目の実施となる本取り組みを通して、学生が山科に愛着をもつとともに、地域の皆さ

まにも魅力の再発見につながるよう、活気あるまちづくりに参加していきたいと考えています。 

記 

〇 プレゼンテーションの概要 

日  時： 2025 年 1 月 20 日（月）10：00～11：30 

場  所： 京都橘大学 アカデミックリンクス 3 階 アクティブラーニングスタジオ 

参 加 者：山科区長・山口ひかり 氏 他 

       京都橘大学 副学長・阪本崇、経済学部教授・矢口 満 他 

受講生数：経済学部、経営学部、工学部の 1 回生全員（730 名） 

＊ 提案内容、当日のスケジュール等については、別紙をご確認ください。 

以 上 

 

●取材・内容についてのお問い合わせ先 京都橘大学広報課 担当：前川 TEL. 075-574-4112 

大学生が新たな視点で描く未来の山科！  

健康、観光、子育て、シェアハウスなど、京都・山科の魅力を発信する 

6 つのプロジェクトを区長に提案！  

日 時：2025 年 1 月 20 日（月）10：00～11：30 

場 所：京都橘大学アカデミックリンクス 3 階 アクティブラーニングスタジオ 

プレスリリース 



別紙  

日時： 2025 年 1 月 20 日（月）10：00～11：30   

場所： 京都橘大学 アカデミックリンクス 3 階 アクティブラーニングスタジオ 

（1） スケジュール 

10：00  開会 

10：05  「プロジェクトマネジメントⅠ」概要紹介 

10：10   学生によるプレゼンテーション ６チーム（発表５分＋質疑応答・講評５分を予定） 

11：20  山科区長・山口ひかり 氏からの総評   

11：30  終了（写真撮影） 

 

（2） 選出チームの提案内容 

①障害者の方の居場所 

②山科子連れ応援プロジェクト  

③セーフティ山科プロジェクト 

④空き家活用の提案 

⑤山科の魅力にズームイン！ 健康促進×歴史博士 

⑥「学生×地域」 皆街＆リノベーションプロジェクト 

 

（3） 山科区から提示されたテーマ  

①「山科まちづくりチャレンジ応援事業」に申請すると仮定して、チャレンジしたい内容の提案 

②山科に長く住み続けられる魅力的な住まいを提供するため、空き家・一軒家・マンション・公 

営の団地など、既に山科にある住宅の活用策の提案 

③山科の観光地としての魅力を全国的に発信するために、個人として発信するブログ記事の提

案  

（4）「プロジェクトマネジメントⅠ」について 

リーダーシップおよびプロジェクトマネジメントを修得するための入門科目です。 

特に、3 学部 4 学科の学生が混合でチームを構成し、異なる分野の視点から解決策を導き

だすことがねらいの一つです。また、授業の進行を学生アシスタントと呼ばれる先輩学生が担っ

ており、学生同士で学びあうシステムもこの科目では大切にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2023 年度の様子】 


